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本
書
は
經
濟
機
構
の一

斷
面
た
る
財
貨
の
社
會
的
移
動
を
研
究
尉
象
に
せ
る
も
の
。
ま
づ
商
業
が
現
代
社
會
の
經 

^

濟
組
纖
內
に
占
む
る
位
置
及
重
要
性
を
指
摘
し
、
次
い
で
財
貨
の
配
給
に
必
要
な
る
社
會
的
職
能
を
論
盡
し
、
之
等 

の
職
能
を
與
ふ
る
に
嬰
す
る
行
爲"
費
用
等
は
社
會
的
に
之
を
趣
く
る
こ
と
が
出
來
ぬ
所
以
を
明
ら
か
に
し
、
複
雜 

る
な
配
給
飢
織
の
種
類
及
構
成
を
詳
述
す
る
の
み
な
ら
す
*
そ
の
.由
つ
て
來
る
所
と
其
存
在
理
由
の
追
求
に
力
を
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し
、
a
つ
將
來
享
く
べ
き
變
革
を
も
周
到
に
考
察
し
て
ゐ
る
。

此
改
訂
版
は
ル
礎
的
理
論
及
方
法
に
於
て
は
不
變
と
雖
も
、
殆
ん
ど
最
新
の
資
料
を
採
用
し
、
特
に
中
央
市
場
と 

小
賣
組
織
の
如
き
は
全
的
に
改
稿
さ
れ
て
居
り
"

！ 
ニ
ニ
の
新
項
目
も
追
加
せ
ら
れ
て
、
遣
憾
な
く
新
內
容
を
誇
示
し 

て
ゐ
る
®
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tswirtsciiĵ
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